
年間授業計画

高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A組～ F組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
約数・倍数の意味を理解している。倍数の判
定法を理解している。2数の最小公倍数は２
数の素因数のすべてを因数とすることを理解
し、それを利用して問題を考察できる
　
【思考・判断・表現】
平方数になる条件を、素因数分解の結果から
考察できる

【主体的に学習に取り組む態度】
整数の整数の性質についての理解を深め、そ
れを事象の考察に活用しようとする

○ ○ ○ 13

数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

数学の良さを認識し積極的に数学を活用しようとする態度を養う」

数研出版　NEXT 数学Ａ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や、原理・法則を体系的に理解する

数学を活用して事象を論理的に考察する力を養う

数学Ａ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見
いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，
確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断す
る力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数
学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

○

8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 態
配当
時数

思

A 順列　組合せ
【知識及び技能】
　和の法則、積の法則の利用場面
を理解し、事象に応じて使い分け
て場合の数を求めることができる
ようにする

【思考力、判断力、表現力等】
樹形図を用いて、場合の数をもれ
なくかつ重複なく数えることがで
きるようにする

【学びに向かう力、人間性等】
場合の数の基本的な考え方を理解
し、それを事象の考察に活用でき
るような態度を養う。

・倍数の個数
・樹形図
・和の法則、積の法則

【知識・技能】
　和の法則、積の法則の利用場面を理解し、
事象に応じて使い分けて場合の数を求めるこ
とができる。

【思考・判断・表現】
樹形図を用いて、場合の数をもれなくかつ重
複なく数えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
場合の数の基本的な考え方を理解し、それを
事象の考察に活用できる。

○ ○

○ ○

C確率
【知識及び技能】
確率の定義から、その求め方が分
かるようにする。独立試行、反復
試行を、具体的な例から直観的に
かんがえられるうにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
試行の結果を集合と結びつけて、
事柄の起こりやすさを数量的にと
らえられるようにする。条件付き
確率の乗法定理の考えを積極的に
活用させる。

【学びに向かう力、人間性等】
学んだ内容に関する課題につい
て、主体的に学習し、数学の良さ
を探究する態度養う。

・同様に確からしいときの確率
・独立な試行の確率
・条件付き確率
・確率の乗法定理

【知識・技能】
確率の定義から、その求め方が分かるように
する。独立試行、反復試行を、具体的な例か
ら直観的に考えられる。
　
【思考・判断・表現】
試行の結果を集合と結びつけて、事柄の起こ
りやすさを数量的にとらえられるようにす
る。条件付き確率の乗法定理の考えを積極的
に活用させる。

【主体的に学習に取り組む態度】
学んだ内容に関する課題について、主体的に
学習し、数学の良さを探究できる。

○ ○

1
学
期

○ 8

B 順列　組合せ
【知識及び技能】
　順列の総数、階乗を記号で表
し、それを活用できるようにす
る。組合せの総数を記号で表し、
それを活用できるようにする。順
列、組合せの総数を考察できるよ
うにする。

【思考力、判断力、表現力等】
条件が付く事象を、見方を変えた
り別なものに対応させたりして処
理できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
順列　組合せの基本的な考え方を
理解し、それを事象の考察に活用
できるような態度を養う。

・順列の考え方の利用
・組合せの考え方の利用

【知識・技能】
　順列の総数、階乗を記号で表し、それを活
用できるようにする。組合せの総数を記号で
表し、それを活用できるようにする。順列、
組合せの総数を考察できる。

【思考・判断・表現】
樹形図を用いて、場合の数をもれなくかつ重
複なく数えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
順列　組合せの基本的な考え方を理解し、そ
れを事象の考察に活用できる。

○

A 約数と倍数
【知識及び技能】
約数・倍数の意味を理解させる。
倍数の判定法を理解させる。2数の
最小公倍数は２数の素因数のすべ
てを因数とすることを理解させ、
それを利用して問題を考察できる
ようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
平方数になる条件を、素因数分解
の結果から考察できるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】
整数の整数の性質についての理解
を深め、それを事象の考察に活用
しようとする態度を養う。

・約数と倍数
・倍数の判定
・最大公約数・最小公倍数
・素因数分解

2
学
期



【知識・技能】
約数・倍数の意味を理解している。倍数の判
定法を理解している。2数の最小公倍数は２
数の素因数のすべてを因数とすることを理解
し、それを利用して問題を考察できる
　
【思考・判断・表現】
平方数になる条件を、素因数分解の結果から
考察できる

【主体的に学習に取り組む態度】
整数の整数の性質についての理解を深め、そ
れを事象の考察に活用しようとする

○ ○ ○ 13

A 約数と倍数
【知識及び技能】
約数・倍数の意味を理解させる。
倍数の判定法を理解させる。2数の
最小公倍数は２数の素因数のすべ
てを因数とすることを理解させ、
それを利用して問題を考察できる
ようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
平方数になる条件を、素因数分解
の結果から考察できるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】
整数の整数の性質についての理解
を深め、それを事象の考察に活用
しようとする態度を養う。

・約数と倍数
・倍数の判定
・最大公約数・最小公倍数
・素因数分解

2
学
期



【知識・技能】
線分の内分、外分の基本を理解している。三
角形の外心・内心・重心の定義、性質を理解
している。チェバの定理、メネラウスの定理
を理解している。円周角の定理を理解してい
る。
　
【思考・判断・表現】
図形の性質を証明するのに、既習事項を用い
て論理的に考察できる。円と接線と弦の作る
角について、場合分けをしながら考察でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
平面図形の性質についての理解を深め、それ
を事象の考察に活用することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
平面図形の性質についての理解を深め、それ
を事象の考察に活用しようとしている。

○ ○ ○ 18

【知識・技能】
循環小数を表す記号を用いて、分数を循環小
数で表現できる。位取り記数法、10進法、2
進法、ｎ進法について理解してる。10進法の
整数をｎ進法で表せる。
　
【思考・判断・表現】
分数が整数、有限小数、循環小数のいずれか
で表される理由を理解してる。

【主体的に学習に取り組む態度】
整数の整数の性質についての理解を深め、そ
れを事象の考察に活用しようとしている。

○ ○ ○ 5

【知識・技能】
互除法の原理を理解させ、互除法を用いて２
数の最大公約数を求められる。１次不定方程
式、整数解の意味を理解してる。

【思考・判断・表現】
互除法の計算から最大公約数を表す式が導か
れることを具体例から考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
整数の整数の性質についての理解を深め、そ
れを事象の考察に活用しようとしている

○ ○ ○ 7

C 整数の性質の活用
【知識及び技能】
循環小数を表す記号を用いて、分
数を循環小数で表現できるように
させる。位取り記数法、10進法、2
進法、ｎ進法について理解させ
る。10進法の整数をｎ進法で表せ
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
分数が整数、有限小数、循環小数
のいずれかで表される理由を理解
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
整数の整数の性質についての理解
を深め、それを事象の考察に活用
しようとする態度を養う。

・分数と有限小数、循環小数の割
り算のしくみ
・ｎ進法
・底の変換
・ｎ進法の小数

○ 7

B 空間図形
【知識及び技能】
　空間における２直線の位置関係
やなす角を理解させる。正多面体
の満たす条件を理解し、正多面体
から切り取った立体がまた正多面
体であることを示すことができる
ようにする

【思考力、判断力、表現力等】
空間における直線や平面が平行ま
たは垂直となるかどうかを、与え
られた条件から考察できるように
する

【学びに向かう力、人間性等】
空間図形の性質についての理解を
深め、それを事象の考察に活用す
る態度を養う。

・2直線の位置関係
・直線と平面の位置関係
・2平面の位置関係
・正多面体から切り取った立体

【知識・技能】
　空間における２直線の位置関係やなす角を
理解させる。正多面体の満たす条件を理解
し、正多面体から切り取った立体がまた正多
面体であることを示すことができる。
　
【思考・判断・表現】
空間における直線や平面が平行または垂直と
なるかどうかを、与えられた条件から考察で
きる

【主体的に学習に取り組む態度】
空間図形の性質についての理解を深め、それ
を事象の考察に活用しようとしてる。

○ ○

A 平面図形
【知識及び技能】
　線分の内分、外分の基本を理解
させる。三角形の外心・内心・重
心の定義、性質を理解させる。
チェバの定理、メネラウスの定理
を理解させる。円周角の定理を理
解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
図形の性質を証明するのに、既習
事項を用いて論理的に考察できる
ようにする。円と接線と弦の作る
角について、場合分けをしながら
考察できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
平面図形の性質についての理解を
深め、それを事象の考察に活用す
る態度を養う。

・三角形の外心
・三角形の内心
・三角形の重心
・チェバの定理
・メネラウスの定理
・円周角の定理
・円の接線と弦の作る角

2
学
期

3
学
期

Bユークリッドの互除法
【知識及び技能】
互除法の原理を理解させ、互除法
を用いて２数の最大公約数を求め
られるようにする。１次不定方程
式、整数解の意味を理解させる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
互除法の計算から最大公約数を表
す式が導かれることを具体例から
考察できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
整数の整数の性質についての理解
を深め、それを事象の考察に活用
しようとする態度を養う。

・ユークリッドの互除法
・互除法の活用
・一次不定方程式


